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学内年間活動状況  

 センター主催・共催の研究会・研修会  

 2006 年８月 19 日  センターセミナー in 野々市（第７回センターセミナー）  

    テーマ：「確かな学力から豊かな学力へ」  

現職教員・教育関係者 130 名  

 ９月 19 日  教員養成改革フォーラム 

テーマ：教員に求められる資質能力とその養成カリキュラム 

現職教員・教育関係者 80 名  

   10 月～12 月 教育実践力向上講座 

    （石川県教育センターとの合同開催） 

 テーマ：①学校におけるカウンセリングマインド、児童生徒理解と人間関係づくり 

        ②求められている実践的指導力、わかる授業・楽しい授業・個に応じた授業 

        ③今後求められる教師像と果たすべき役割、評価を活かした授業づくり 

        http://www.ed.kanazawa-u.ac.jp/%7Echiiki/ 

 

 研究会・研修会・講座  

授業力向上ゼミ      （月一回）  学部学生・大学院生・内留生及び現職教員 

天体観測実践講座     （４０時間） 学部学生・大学院生・内留生  

CG 制作の基礎と応用    （２０時間） 学部学生・大学院生・内留生  

マルチメディア表現技法講座（２０時間） 学部学生・大学院生・内留生  

教育相談                  （６０時間） 学部学生・大学院生・内留生  

教育臨床研究会          （３０時間） 学部学生および現職教員  

 

○附属学校園との共同研究プロジェクト・研究会・研修会  

・附属小学校との連携：  

研究部会への参加： 情報教育部会、生活科部会  

学部・附属学校園共同研究会：教育心理学部門  

附属中学校、高等学校コンサルテーション 

 

http://center.ed.kanazawa-u.ac.jp/
mailto:katsumi@ed.kanazawa-u.ac.jp
mailto:m-murai@center.ed.kanazawa-u.ac.jp


○専任教員の学部・大学院教育への参与状況 

教官名 担当授業科目名 必修・選択 単位 学年 受講者数

中川一史 

 

 

 

 

 

（大学院） 

教育学基礎演習Ⅰ・Ⅲ 

映像メディア論 

教育メディア論Ⅱ 

人間環境論 B 

総合演習 

課題研究 

カリキュラム開発特論 

選択 

選択 

選択 

選択 

選択 

選択 

選択 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2/3 

2 

2 

2 

3 

4 

 

40 

20 

20 

130 

40 

2 

20 

加藤隆弘 視聴覚教育論 

視聴覚メディア教育論 

教育学基礎演習Ⅰ・Ⅲ 

学習情報システム論 

生活科専門研究 

人間環境論 B 

総合演習 

課題研究 

選択 

必修・選択

選択 

選択 

必修・選択

選択 

選択 

選択 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2/3 

2 

3 

2 

3 

4 

30 

210 

40 

20 

100 

130 

40 

3 

原田克巳 臨床心理査定演習Ⅰ 

臨床心理面接特論 

臨床心理学 

臨床心理面接特論Ⅰ 

臨床心理ケースカンファレンス 

課題研究 

選択 

選択 

選択 

選択 

選択 

選択 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

 

対外的な教育・研究活動状況 

a)県・市町村・公立学校での研究会・研修会 

石川県： 

 金沢市：菊川町小学校、材木町小学校、味噌蔵町小学校、大徳小学校、新竪町小学校、 

浅野川小学校、大野町小学校、弥生小学校、額小学校、諸江町小学校ほか 

  小松市：犬丸小学校、第一小学校ほか  

白山市：松南小学校、朝日小学校、広陽小学校ほか 

 それ以外：粟崎小学校、浜小学校、根上中学校、中央高等学校、加賀高等学校ほか 

   県外：清水町小学校、出町小学校（富山県） 三ヶ日西小学校、大崎小学校（静岡県） 

大口台小学校、上和田小学校、 綾北小学校（神奈川県） 

行田東小学校（千葉県）芝西小学校（埼玉県）  

倉吉市立東中学校、三朝町立西小学校（鳥取県）岡山市立西小学校（岡山県）

他 

 研修など：石川県十年指導者研修、石川県学力調査研究委員会、石川県教育センター講座 

      石川県教育課程研究集会、子どもセーフティーフォーラム石川、 

石川県青少年健全育成会議、インターネット適正利用推進事業実行委員会 

石川県看護協会、石川県初任者研修、石川県専門講座研修 

金沢市教育プラザ研修、珠洲市教育委員会講座、  他多数 

 b)カウンセリング・コンサルテーション等 

特別支援教育（巡回相談員） 



石川県主催 小松市：芦城中学校・板津中学校・松陽中学校・御幸中学校 

    加賀市：錦城中学校・山代中学校 

金沢市主催 小学校 9件、児童クラブ 3件 

スクールカウンセリング（スクールカウンセラー） 

石川県能美市立根上中学校・浜小学校  

石川県指導力向上特別研修会（カウンセラー）年間 12 回 

金沢市専門相談（専門相談員） 1 回 2 時間・月 2回 

金沢市教育プラザ富樫適応指導教室そだち事例検討会（スーパーバイザー） 

石川県立適応指導教室やすらぎ金沢事例検討会（スーパーバイザー） 

石川県立適応指導教室やすらぎ金沢学生ボランティア・コーディネーター 

石川県立適応指導教室やすらぎ加賀 SSN 事例検討会（スーパーバイザー） 

石川県立適応指導教室やすらぎ加賀 SSN 学生ボランティア・コーディネーター 

                                   ほか 

 

外部資金導入状況  

外部資金導入、企業等との共同研究プロジェクト  

小学校おける教室環境開発プロジェクト（泉：2001～）  

２００５年の教室を考える会運営（バディコミュニケーションズ：2001～）  

デジタル表現研究会：D-project（アドビ他：2002～）  

連画：絵のリレープロジェクト（アドビ：2002～）  

バーチャル模造紙プロジェクト（JRコミュニケーションウェア：2003～）  

ユニバーサルデザインプロジェクト（コクヨ：2003～）  

国語と情報教育研究プロジェクト（光村図書：2003～）  

NHKデジタルコンテンツ活用「先生の広場」高学年プロジェクト（NHK：2003～）  

携帯電話の教育活用プロジェクト（Sky：2003～）  

高等学校「情報」実習プロジェクト（日本文教出版：2004～）  

ペンタブレット活用研究会（ワコム：2004～）  

情報教育調査研究会（ベネッセ：2004～）  

IT活用研究中川塾（松下視聴覚教育財団：2004～）  

e-黒板プロジェクト（パイオニア：2004～）  

ほか 

 

現状と構想  

 

【教育実践部門】  

 

〔教育実践研究指導領域〕  

教育改革の動向に対応したカリキュラム開発研究 「教育課題相談室」の管理・運営  

教育環境の構築、改善などの研究 現職教員の研究指導方法の開発  

教員養成における最新の教育課題に関連した指導技術の育成指導  

 

〔教育メディア研究開発領域〕  

新しい教育メディアの利用・開発研究 情報教育カリキュラムの開発・試行・評価研究  

教員養成におけるメディアリテラシーの指導育成 「教育課題相談室」の指導と助言  



 

【教育臨床部門】

 

〔教育問題研究相談領域〕  

いじめ・不登校などの臨床事例の研究 現職教員、保護者等への支援と指導  

教師のメンタルヘルスに関する研究 「心の問題相談室」の管理・運営  

直接・遠隔学習システムにおける面談方法に関する研究  

 

〔学習支援研究実践領域〕  

在宅学習者に対する訪問指導・スクーリングを含めた学習支援方法の研究  

在宅学習者に対する学習カリキュラムの開発研究  

遠隔学習システムの開発・運用に関する研究  

 

当面は以下の二点での活動に重点を置く予定  

地域の実態に応じた学習環境、学校カリキュラム開発に関する助言指導、及びセミナー・共

同研究の推進  

教育臨床部門の研究・教育活動の充実と現職者に対する効果的な研修方法の開発 

 

 


